
そう思わないややそう思わないどちらともいえないややそう思うそう思う

12% 72% 16% 0% 0%

16% 67% 18% 0% 0%

11% 43% 29% 11% 7%

7% 45% 43% 5% 0%

9% 41% 45% 5% 0%

16% 52% 25% 7% 0%

11% 66% 20% 4% 0%

13% 50% 36% 2% 0%

30% 57% 9% 4% 0%

12% 40% 33% 14% 0%

9% 18% 44% 21% 9%

9% 49% 32% 11% 0%

16% 53% 26% 5% 0%

21% 49% 28% 2% 0%
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平成２６年２月上旬に職員対象に学校評価アンケートを実施し，５７名（回答率１００％）から回答をい

ただきました。集計結果を報告いたします。

(1)

本年度の学校教育目標及び重点目標は、職員の考

えや生徒の状況を踏まえたものとなっている。

(2)

本年度の各部・学年の重点目標は、わかりやすく具

体的なものとなっている。

(3)

本校の教育課程は、生徒の実態や学校の実情を踏

まえた適切なものとなっている。

(4)

基礎学力定着の学習から発展的な学習まで、充実し

た指導がなされている。

(5)

授業研究・改善の取り組みが積極的に行われてい

る。

(6)

生徒指導に関する方針について、職員の共通理解が

図れている。

(7)

生徒理解に努め、職員と生徒の信頼関係を築くこと

ができている。

(8)

生徒指導全般について家庭や地域との連携が図れ

ている。

(9)

進路指導部と学年との連携により、早いうちから生徒

の進路に関する意識が高まっている。

(10) 教育相談の体制が整っている。

(11) 環境整備や省エネルギーの体制が整っている。

(12) 情報管理や危機管理についての体制が整っている。

(13)

生徒会活動や委員会活動等に関する指導体制の充

実が図られている。

(14) 保護者との連携によりＰＴＡ活動が活発である。

■

回答を分析しました。

【学校運営】

設問１ 本年度の学校教育目標及び重点目標は、職員の考えや生徒の状況を踏まえたものと設問１ 本年度の学校教育目標及び重点目標は、職員の考えや生徒の状況を踏まえたものと設問１ 本年度の学校教育目標及び重点目標は、職員の考えや生徒の状況を踏まえたものと設問１ 本年度の学校教育目標及び重点目標は、職員の考えや生徒の状況を踏まえたものと

なっている。なっている。なっている。なっている。

この設問の「そう思う」「ややそう思う」を合わせた肯定的な回答は

６５％（２３年度）　→　８９％（２４年度）　→　８４％（２５年度）６５％（２３年度）　→　８９％（２４年度）　→　８４％（２５年度）６５％（２３年度）　→　８９％（２４年度）　→　８４％（２５年度）６５％（２３年度）　→　８９％（２４年度）　→　８４％（２５年度）
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となりました。肯定的回答はほぼ昨年と同率ですが、「そう思う」は、３４％（２４年度）→ １２％（２５年

度）と減少しています。学校運営に関する職員の共通理解は図られていますが、不断の努力が求め

られていると感じる結果となりました。

設問２ 本年度の各部・学年の重点目標は、わかりやすく具体的なものとなっている。設問２ 本年度の各部・学年の重点目標は、わかりやすく具体的なものとなっている。設問２ 本年度の各部・学年の重点目標は、わかりやすく具体的なものとなっている。設問２ 本年度の各部・学年の重点目標は、わかりやすく具体的なものとなっている。

この設問の「そう思う」「ややそう思う」を合わせた肯定的な回答は

６５％（２３年度）　→　８９％（２４年度）　→　８３％（２５年度）６５％（２３年度）　→　８９％（２４年度）　→　８３％（２５年度）６５％（２３年度）　→　８９％（２４年度）　→　８３％（２５年度）６５％（２３年度）　→　８９％（２４年度）　→　８３％（２５年度）

となりました。設問１と同様に肯定的回答はほぼ昨年と同率ですが、「そう思う」は、３８％（２４年

度）→ １６％（２５年度）と減少しています。

【学習指導】

設問４ 基礎学力定着の学習から発展的な学習まで、充実した指導がなされている。設問４ 基礎学力定着の学習から発展的な学習まで、充実した指導がなされている。設問４ 基礎学力定着の学習から発展的な学習まで、充実した指導がなされている。設問４ 基礎学力定着の学習から発展的な学習まで、充実した指導がなされている。

この設問の「そう思う」「ややそう思う」を合わせた肯定的な回答は

５２％（２３年度）　→　６３％（２４年度）　→　５２％（２５年度）５２％（２３年度）　→　６３％（２４年度）　→　５２％（２５年度）５２％（２３年度）　→　６３％（２４年度）　→　５２％（２５年度）５２％（２３年度）　→　６３％（２４年度）　→　５２％（２５年度）

となりました。

設問５ 授業研究・改善の取り組みが積極的に行われている。設問５ 授業研究・改善の取り組みが積極的に行われている。設問５ 授業研究・改善の取り組みが積極的に行われている。設問５ 授業研究・改善の取り組みが積極的に行われている。

この設問の「そう思う」「ややそう思う」という肯定的な回答も

４５％（２３年度）　→　５１％（２４年度）　→　５０％（２５年度）４５％（２３年度）　→　５１％（２４年度）　→　５０％（２５年度）４５％（２３年度）　→　５１％（２４年度）　→　５０％（２５年度）４５％（２３年度）　→　５１％（２４年度）　→　５０％（２５年度）

となりました。今年は授業公開等に昨年以上に取り組みましたが、個々の先生方の取り組み意識に

は反映されなかったようです。

【進路指導】

設問９ 進路指導部と学年との連携により、早いうちから生徒の進路に関する意識が高まってい設問９ 進路指導部と学年との連携により、早いうちから生徒の進路に関する意識が高まってい設問９ 進路指導部と学年との連携により、早いうちから生徒の進路に関する意識が高まってい設問９ 進路指導部と学年との連携により、早いうちから生徒の進路に関する意識が高まってい

る。る。る。る。

この設問の「そう思う」「ややそう思う」を合わせた肯定的な回答も

８６％（２３年度）　→　９４％（２４年度）　→　８７％（２５年度）８６％（２３年度）　→　９４％（２４年度）　→　８７％（２５年度）８６％（２３年度）　→　９４％（２４年度）　→　８７％（２５年度）８６％（２３年度）　→　９４％（２４年度）　→　８７％（２５年度）

となりました。肯定的な回答は若干下がりましたが、変わらず高いことから、進路指導について職員

は確かな手応えを感じていると判断して良さそうです。進路指導に関する様々な取組を今後一層充

実させていきたいと考えています。

【総括】

全般的に「そう思う」から「ややそう思う」への移動があり、どの項目も昨年より辛めの評価となってい

ます。

そのなかで、生徒指導の共通理解不足については、

設問６　生徒指導に関する方針について、職員の共通理解が図れている。設問６　生徒指導に関する方針について、職員の共通理解が図れている。設問６　生徒指導に関する方針について、職員の共通理解が図れている。設問６　生徒指導に関する方針について、職員の共通理解が図れている。

この設問の「そう思わない」「ややそう思わない」を合わせた否定的な回答は

１４％（２４年度）　→　７％（２５年度）１４％（２４年度）　→　７％（２５年度）１４％（２４年度）　→　７％（２５年度）１４％（２４年度）　→　７％（２５年度）

の結果が示すとおり、半減しました。肯定的な回答も減少していますが、共通理解は進んでいると感

じさせる結果となりました。

■
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